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概要 
本研究では個人が用いるヒューリスティックが有す
るバイアスが集団意思決定に与える影響について，集
団の記憶の多様性を視点として，計算機シミュレーシ
ョンに基づく理論的な分析を行った．結果として，１）
集団の記憶の多様性は，問題の性質によってバイアス
を解消，あるいは強める効果がある，２）集団の記憶
が多様であるとバイアスの影響を受けにくくなり，問
題の性質に関係なく集団意思決定のパフォーマンスを
高いレベルで維持できる，以上 2 点のことが明らかに
なった． 
キーワード：ヒューリスティック, バイアス，集団意
思決定，記憶，多様性 

1. はじめに 

私たちは，記憶に基づく単純なヒューリスティック

で適応的な推論や意思決定を行っていることが知られ

ているが(e.g., Gigerenzer et al., 1999)，同時にヒューリス
ティックは系統的な誤り(バイアス)を生み出すことも
知られている(e.g., Tversky & Kahneman, 1974)．バイア
スは，集団意思決定の際に負の影響を持ち，集団意思

決定のパフォーマンスを下げてしまう可能性が示され

ている(Fujisaki, et al, 2018)．Fujisaki et al.(2018)は集団の
メンバーがヒューリスティックのみならず，知識を用

いた推論をするといったように，多様な推論ストラテ

ジーを用いることでバイアスは解消され，集団意思決

定のパフォーマンスが上がることを計算機シミュレー

ションによって示した．このことは，集団メンバーの

推論方法の多様性がバイアスの解消に重要な役割を果

たしている可能性を示す． 
そこで本研究では，Honda et al. (2019)の行動実験デー
タを用い，記憶の多様性が集団意思決定に与える影響

について，計算機シミュレーションに基づいて理論的

な分析を行った． 

2. 研究１ 

個人の推論傾向から特徴付けられる問題の性質に関

して，集団で意思決定する場合（50名のメンバーが集
まって，個々が familiarity heuristicに基づいて推論し，
その推論に基づいて多数決で集団として決定する），集

団メンバーの記憶の多様性によってパフォーマンスに

どのような影響が出るのかを検討した．  
結果として，記憶の多様性が集団意思決定のパフォ

ーマンスに正の影響を与えるのか，または負の影響を

与えるのかは問題の性質によって異なることが示され

た． 

3. 研究２ 

研究 1 の結果を踏まえ，様々な問題設定を仮定した
上で，集団の記憶の多様性が集団意思決定のパフォー

マンスに与える影響について理論的に分析を行った． 
分析からは以下の 2点が明らかになった．まず集団
の記憶に多様性が少ない場合，集団意思決定のパフォ

ーマンスは問題に大きく依存することが分かった．一

方で集団の記憶が多様になると，問題設定の影響は少

なく，常に高いパフォーマンスを示すことが明らかに

なった． 

4. 結論 

研究 1，2より，集団の記憶の多様性が集団意思決定
に与える影響のメカニズムについて，以下の点が明ら

かになった． 
（1）：問題の性質によって，集団の記憶の多様性が集
団意思決定に与える影響は異なること 
（2）：集団の記憶の多様性が少ない場合，問題の性質
に依存してパフォーマンスは良くも悪くもなる，つま
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りパフォーマンスの分散が大きい．一方で，集団の記

憶に多様性が多い場合，問題に関係なく相対的に高い

パフォーマンスを維持できる． 
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